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    第一章


    
      1アハシュエロスすなわちインドからエチオピヤまで百二十七州しゅうを治おさめたアハシュエロスの世よ、 2アハシュエロス王おうが首都しゅとスサで、その国くにの位くらいに座ざしていたころ、 3その治世ちせいの第だい三年ねんに、彼かれはその大臣だいじんおよび侍臣じしんたちのために酒宴しゅえんを設もうけた。ペルシャとメデアの将軍しょうぐんおよび貴族きぞくならびに諸しょ州しゅうの大臣だいじんたちがその前まえにいた。 4その時とき、王おうはその盛さかんな国くにの富とみと、その王威おういの輝かがやきと、はなやかさを示しめして多おおくの日ひを重かさね、百八十日にちに及およんだ。 5これらの日ひが終おわった時とき、王おうは王おうの宮殿きゅうでんの園そのの庭にわで、首都しゅとスサにいる大小だいしょうのすべての民たみのために七日なぬかの間あいだ、酒宴しゅえんを設もうけた。 6そこには白しろ綿布めんぷの垂幕たれまくと青色あおいろのとばりとがあって、紫色むらさきいろの細ほそ布ぬののひもで銀ぎんの輪わおよび大理石だいりせきの柱はしらにつながれていた。また長ながいすは金銀きんぎんで作つくられ、石膏せっこうと大理石だいりせきと真珠貝しんじゅがいおよび宝石ほうせきの切きりはめ細工ざいくの床ゆかの上うえに置おかれていた。 7酒さけは金きんの杯さかずきで賜たまわり、その杯さかずきはそれぞれ違ちがったもので、王おうの大おおきな度量どりょうにふさわしく、王おうの用もちいる酒さけを惜おしみなく賜たまわった。 8その飲のむことは法ほうにかない、だれもしいられることはなかった。これは王おうが人々ひとびとにおのおの自分じぶんの好このむようにさせよと宮廷きゅうていのすべての役人やくにんに命めいじておいたからである。 9王妃おうひワシテもまたアハシュエロス王おうに属ぞくする王宮おうきゅうの内うちで女おんなたちのために酒宴しゅえんを設もうけた。
    


    
      10七日なぬか目めにアハシュエロス王おうは酒さけのために心こころが楽たのしくなり、王おうの前まえに仕つかえる七人にんの侍従じじゅうメホマン、ビズタ、ハルボナ、ビグタ、アバグタ、ゼタルおよびカルカスに命めいじて、 11王妃おうひワシテに王妃おうひの冠かんむりをかぶらせて王おうの前まえにこさせよと言いった。これは彼女かのじょが美うつくしかったので、その美うつくしさを民たみらと大臣だいじんたちに見みせるためであった。 12ところが、王妃おうひワシテは侍従じじゅうが伝つたえた王おうの命令めいれいに従したがって来くることを拒こばんだので、王おうは大おおいに憤いきどおり、その怒いかりが彼かれの内うちに燃もえた。
    


    
      13そこで王おうは時ときを知しっている知者ちしゃに言いった、——王おうはすべて法律ほうりつと審判しんぱんに通つうじている者ものに相談そうだんするのを常つねとした。 14時ときに王おうの次つぎにいた人々ひとびとはペルシャおよびメデアの七人にんの大臣だいじんカルシナ、セタル、アデマタ、タルシシ、メレス、マルセナ、メムカンであった。彼かれらは皆みな王おうの顔かおを見みる者もので、国くにの首位しゅいに座ざする人々ひとびとであった—— 15「王妃おうひワシテは、アハシュエロス王おうが侍従じじゅうをもって伝つたえた命令めいれいを行おこなわないゆえ、法律ほうりつに従したがって彼女かのじょにどうしたらよかろうか」。 16メムカンは王おうと大臣だいじんたちの前まえで言いった、「王妃おうひワシテはただ王おうにむかって悪わるい事ことをしたばかりでなく、すべての大臣だいじんおよびアハシュエロス王おうの各州かくしゅうのすべての民たみにむかってもしたのです。 17王妃おうひのこの行おこないはあまねくすべての女おんなたちに聞きこえて、彼かれらはついにその目めに夫おっとを卑いやしめ、『アハシュエロス王おうは王妃おうひワシテに、彼かれの前まえに来くるように命めいじたがこなかった』と言いうでしょう。 18王妃おうひのこの行おこないを聞きいたペルシャとメデアの大臣だいじんの夫人ふじんたちもまた、今日こんにち、王おうのすべての大臣だいじんたちにこのように言いうでしょう。そうすれば必かならず卑いやしめと怒いかりが多おおく起おこります。 19もし王おうがよしとされるならば、ワシテはこの後のち、再ふたたびアハシュエロス王おうの前まえにきてはならないという王おうの命令めいれいを下くだし、これをペルシャとメデアの法律ほうりつの中なかに書かきいれて変かわることのないようにし、そして王妃おうひの位くらいを彼女かのじょにまさる他たの者ものに与あたえなさい。 20王おうの下くだされる詔みことのりがこの大おおきな国くににあまねく告つげ示しめされるとき、妻つまたる者ものはことごとく、その夫おっとを高下こうげの別べつなく共ともに敬うやまうようになるでしょう」。 21王おうと大臣だいじんたちはこの言葉ことばをよしとしたので、王おうはメムカンの言葉ことばのとおりに行おこなった。 22王おうは王おうの諸しょ州しゅうにあまねく書しょを送おくり、各州かくしゅうにはその文字もんじにしたがい、各かく民族みんぞくにはその言語げんごにしたがって書かき送おくり、すべて男子だんしたる者ものはその家いえの主しゅとなるべきこと、また自分じぶんの民たみの言語げんごを用もちいて語かたるべきことをさとした。
    

  


  


  
    第二章


    
      1これらのことの後のち、アハシュエロス王おうの怒いかりがとけ、王おうはワシテおよび彼女かのじょのしたこと、また彼女かのじょに対たいして定さだめたことを思おもい起おこした。 2時ときに王おうに仕つかえる侍臣じしんたちは言いった、「美うつくしい若わかい処女しょじょたちを王おうのために尋たずね求もとめましょう。 3どうぞ王おうはこの国くにの各州かくしゅうにおいて役人やくにんを選えらび、美うつくしい若わかい処女しょじょをことごとく首都しゅとスサにある婦人ふじんの居室きょしつに集あつめさせ、婦人ふじんをつかさどる王おうの侍従じじゅうヘガイの管理かんりのもとにおいて、化粧けしょうのための品々しなじなを彼かれらに与あたえてください。 4こうして御意ぎょいにかなうおとめをとって、ワシテの代かわりに王妃おうひとしてください」。王おうはこの事ことをよしとし、そのように行いった。
    


    
      5さて首都しゅとスサにひとりのユダヤ人じんがいた。名なをモルデカイといい、キシのひこ、シメイの孫まご、ヤイルの子こで、ベニヤミンびとであった。 6彼かれはバビロンの王おうネブカデネザルが捕とらえていったユダの王おうエコニヤと共ともに捕とらえられていった捕虜ほりょのひとりで、エルサレムから捕とらえ移うつされた者ものである。 7彼かれはそのおじの娘むすめハダッサすなわちエステルを養やしない育そだてた。彼女かのじょには父ちちも母ははもなかったからである。このおとめは美うつくしく、かわいらしかったが、その父母ふぼの死後しご、モルデカイは彼女かのじょを引ひきとって自分じぶんの娘むすめとしたのである。 8王おうの命令めいれいと詔みことのりが伝つたえられ、多おおくのおとめが首都しゅとスサに集あつめられて、ヘガイの管理かんりのもとにおかれたとき、エステルもまた王宮おうきゅうに携たずさえ行ゆかれ、婦人ふじんをつかさどるヘガイの管理かんりのもとにおかれた。 9このおとめはヘガイの心こころにかなって、そのいつくしみを得えた。すなわちヘガイはすみやかに彼女かのじょに化粧けしょうの品々しなじなおよび食物しょくもつの分わけ前まえを与あたえ、また宮中きゅうちゅうから七人にんのすぐれた侍女じじょを選えらんで彼女かのじょに付つき添そわせ、彼女かのじょとその侍女じじょたちを婦人ふじんの居室きょしつのうちの最もっとも良よい所ところに移うつした。 10エステルは自分じぶんの民たみのことをも、自分じぶんの同族どうぞくのことをも人ひとに知しらせなかった。モルデカイがこれを知しらすなと彼女かのじょに命めいじたからである。 11モルデカイはエステルの様子ようすおよび彼女かのじょがどうしているかを知しろうと、毎日まいにち婦人ふじんの居室きょしつの庭にわの前まえを歩あるいた。
    


    
      12おとめたちはおのおの婦人ふじんのための規定きていにしたがって十二か月げつを経へて後のち、順番じゅんばんにアハシュエロス王おうの所ところへ行いくのであった。これは彼かれらの化粧けしょうの期間きかんとして、没薬もつやくの油あぶらを用もちいること六か月げつ、香料こうりょうおよび婦人ふじんの化粧けしょうに使つかう品々しなじなを用もちいること六か月げつが定さだめられていたからである。 13こうしておとめは王おうの所ところへ行いくのであった。そしておとめが婦人ふじんの居室きょしつを出でて王宮おうきゅうへ行いく時ときには、すべてその望のぞむ物ものが与あたえられた。 14そして夕方ゆうがた行いって、あくる朝あさ第だい二の婦人ふじんの居室きょしつに帰かえり、そばめたちをつかさどる王おうの侍従じじゅうシャシガズの管理かんりに移うつされた。王おうがその女おんなを喜よろこび、名なざして召めすのでなければ、再ふたたび王おうの所ところへ行いくことはなかった。
    


    
      15さてモルデカイのおじアビハイルの娘むすめ、すなわちモルデカイが引ひきとって自分じぶんの娘むすめとしたエステルが王おうの所ところへ行ゆく順番じゅんばんとなったが、彼女かのじょは婦人ふじんをつかさどる王おうの侍従じじゅうヘガイが勧すすめた物もののほか何なにをも求もとめなかった。エステルはすべて彼女かのじょを見みる者ものに喜よろこばれた。 16エステルがアハシュエロス王おうに召めされて王宮おうきゅうへ行いったのは、その治世ちせいの第だい七年ねんの十月がつ、すなわちテベテの月つきであった。 17王おうはすべての婦人ふじんにまさってエステルを愛あいしたので、彼女かのじょはすべての処女しょじょにまさって王おうの前まえに恵めぐみといつくしみとを得えた。王おうはついに王妃おうひの冠かんむりを彼女かのじょの頭あたまにいただかせ、ワシテに代かわって王妃おうひとした。 18そして王おうは大おおいなる酒宴しゅえんを催もよおして、すべての大臣だいじんと侍臣じしんをもてなした。エステルの酒宴しゅえんがこれである。また諸しょ州しゅうに免税めんぜいを行おこない、王おうの大おおきな度量どりょうにしたがって贈おくり物ものを与あたえた。
    


    
      19二度目どめに処女しょじょたちが集あつめられたとき、モルデカイは王おうの門もんにすわっていた。 20エステルはモルデカイが命めいじたように、まだ自分じぶんの同族どうぞくのことをも自分じぶんの民たみのことをも人ひとに知しらせなかった。エステルはモルデカイの言葉ことばに従したがうこと、彼かれに養やしない育そだてられた時ときと少すこしも変かわらなかった。 21そのころ、モルデカイが王おうの門もんにすわっていた時とき、王おうの侍従じじゅうで、王おうのへやの戸とを守まもる者もののうちのビグタンとテレシのふたりが怒いかりのあまりアハシュエロス王おうを殺ころそうとねらっていたが、 22その事ことがモルデカイに知しれたので、彼かれはこれを王妃おうひエステルに告つげ、エステルはこれをモルデカイの名なをもって王おうに告つげた。 23その事ことが調しらべられて、それに相違そういないことがあらわれたので、彼かれらふたりは木きにかけられた。この事ことは王おうの前まえで日誌にっしの書しょにかきしるされた。
    

  


  


  
    第三章


    
      1これらの事ことの後のち、アハシュエロス王おうはアガグびとハンメダタの子こハマンを重おもんじ、これを昇進しょうしんさせて、自分じぶんと共ともにいるすべての大臣だいじんたちの上うえにその席せきを定さだめさせた。 2王おうの門もんの内うちにいる王おうの侍臣じしんたちは皆みなひざまずいてハマンに敬礼けいれいした。これは王おうが彼かれについてこうすることを命めいじたからである。しかしモルデカイはひざまずかず、また敬礼けいれいしなかった。 3そこで王おうの門もんにいる王おうの侍臣じしんたちはモルデカイにむかって、「あなたはどうして王おうの命令めいれいにそむくのか」と言いった。 4彼かれらは毎日まいにちモルデカイにこう言いうけれども聞ききいれなかったので、その事ことがゆるされるかどうかを見みようと、これをハマンに告つげた。なぜならモルデカイはすでに自分じぶんのユダヤ人じんであることを彼かれらに語かたったからである。 5ハマンはモルデカイのひざまずかず、また自分じぶんに敬礼けいれいしないのを見みて怒いかりに満みたされたが、 6ただモルデカイだけを殺ころすことを潔いさぎよしとしなかった。彼かれらがモルデカイの属ぞくする民たみをハマンに知しらせたので、ハマンはアハシュエロスの国くにのうちにいるすべてのユダヤ人じん、すなわちモルデカイの属ぞくする民たみをことごとく滅ほろぼそうと図はかった。
    


    
      7アハシュエロス王おうの第だい十二年ねんの正月しょうがつすなわちニサンの月つきに、ハマンの前まえで、十二月がつすなわちアダルの月つきまで、一日にち一日にちのため、一月つき一月つきのために、プルすなわちくじを投なげさせた。 8そしてハマンはアハシュエロス王おうに言いった、「お国くにの各州かくしゅうにいる諸民しょみんのうちに、散ちらされて、別わかれ別わかれになっている一つの民たみがいます。その法律ほうりつは他たのすべての民たみのものと異ことなり、また彼かれらは王おうの法律ほうりつを守まもりません。それゆえ彼かれらを許ゆるしておくことは王おうのためになりません。 9もし王おうがよしとされるならば、彼かれらを滅ほろぼせと詔みことのりをお書かきください。そうすればわたしは王おうの事ことをつかさどる者ものたちの手てに銀ぎん一万タラントを量はかりわたして、王おうの金庫きんこに入いれさせましょう」。 10そこで王おうは手てから指輪ゆびわをはずし、アガグびとハンメダタの子こで、ユダヤ人ひとの敵てきであるハマンにわたした。 11そして王おうはハマンに言いった、「その銀ぎんはあなたに与あたえる。その民たみもまたあなたに与あたえるから、よいと思おもうようにしなさい」。
    


    
      12そこで正月しょうがつの十三日にちに王おうの書記官しょきかんが召めし集あつめられ、王おうの総督そうとく、各州かくしゅうの知事ちじおよび諸民しょみんのつかさたちにハマンが命めいじたことをことごとく書かきしるした。すなわち各州かくしゅうに送おくるものにはその文字もんじを用もちい、諸民しょみんに送おくるものにはその言語げんごを用もちい、おのおのアハシュエロス王おうの名なをもってそれを書かき、王おうの指輪ゆびわをもってそれに印いんを押おした。 13そして急使きゅうしをもってその書しょを王おうの諸しょ州しゅうに送おくり、十二月がつすなわちアダルの月つきの十三日にちに、一日にちのうちにすべてのユダヤ人ひとを、若わかい者もの、老おいた者もの、子供こども、女おんなの別べつなく、ことごとく滅ほろぼし、殺ころし、絶たやし、かつその貨か財ざいを奪うばい取とれと命めいじた。 14この文書ぶんしょの写うつしを詔みことのりとして各州かくしゅうに伝つたえ、すべての民たみに公示こうじして、その日ひのために備そなえさせようとした。 15急使きゅうしは王おうの命令めいれいにより急いそいで出でていった。この詔みことのりは首都しゅとスサで発布はっぷされた。時ときに王おうとハマンは座ざして酒さけを飲のんでいたが、スサの都みやこはあわて惑まどった。
    

  


  


  
    第四章


    
      1モルデカイはすべてこのなされたことを知しったとき、その衣ころもを裂さき、荒布あらぬのをまとい、灰はいをかぶり、町まちの中なかへ行いって大声おおごえをあげ、激はげしく叫さけんで、 2王おうの門もんの入口いりぐちまで行いった。荒布あらぬのをまとっては王おうの門もんの内うちにはいることができないからである。 3すべて王おうの命令めいれいと詔みことのりをうけ取とった各州かくしゅうではユダヤ人ひとのうちに大おおいなる悲かなしみがあり、断食だんじき、嘆なげき、叫さけびが起おこり、また荒布あらぬのをまとい、灰はいの上うえに座ざする者ものが多おおかった。
    


    
      4エステルの侍女じじょたちおよび侍従じじゅうたちがきて、この事ことを告つげたので、王妃おうひは非常ひじょうに悲かなしみ、モルデカイに着物きものを贈おくり、それを着きせて、荒布あらぬのを脱ぬがせようとしたが受うけなかった。 5そこでエステルは王おうの侍従じじゅうのひとりで、王おうが自分じぶんにはべらせたハタクを召めし、モルデカイのもとへ行いって、それは何事なにごとであるか、何なにゆえであるかを尋たずねて来くるようにと命めいじた。 6ハタクは出でて、王おうの門もんの前まえにある町まちの広場ひろばにいるモルデカイのもとへ行いくと、 7モルデカイは自分じぶんの身みに起おこったすべての事ことを彼かれに告つげ、かつハマンがユダヤ人ひとを滅ほろぼすことのために王おうの金庫きんこに量はかり入いれると約束やくそくした銀ぎんの正確せいかくな額がくを告つげた。 8また彼かれらを滅ほろぼさせるために、スサで発布はっぷされた詔書しょうしょの写うつしを彼かれにわたし、それをエステルに見みせ、かつ説ときあかし、彼女かのじょが王おうのもとへ行いってその民たみのために王おうのあわれみを請こい、王おうの前まえに願ねがい求もとめるように彼女かのじょに言いい伝つたえよと言いった。 9ハタクが帰かえってきてモルデカイの言葉ことばをエステルに告つげたので、 10エステルはハタクに命めいじ、モルデカイに言葉ことばを伝つたえさせて言いった、 11「王おうの侍臣じしんおよび王おうの諸しょ州しゅうの民たみは皆みな、男おとこでも女おんなでも、すべて召めされないのに内庭うちにわにはいって王おうのもとへ行ゆく者ものは、必かならず殺ころされなければならないという一つの法律ほうりつのあることを知しっています。ただし王おうがその者ものに金きんの笏しゃくを伸のべれば生いきることができるのです。しかしわたしはこの三十日にちの間あいだ、王おうのもとへ行いくべき召めしをこうむらないのです」。 12エステルの言葉ことばをモルデカイに告つげたので、 13モルデカイは命めいじてエステルに答こたえさせて言いった、「あなたは王宮おうきゅうにいるゆえ、すべてのユダヤ人ひとと異ことなり、難なんを免まぬかれるだろうと思おもってはならない。 14あなたがもし、このような時ときに黙だまっているならば、ほかの所ところから、助たすけと救すくいがユダヤ人ひとのために起おこるでしょう。しかし、あなたとあなたの父ちちの家いえとは滅ほろびるでしょう。あなたがこの国くにに迎むかえられたのは、このような時ときのためでなかったとだれが知しりましょう」。 15そこでエステルは命めいじてモルデカイに答こたえさせた、 16「あなたは行いってスサにいるすべてのユダヤ人ひとを集あつめ、わたしのために断食だんじきしてください。三日かのあいだ夜よるも昼ひるも食くい飲のみしてはなりません。わたしとわたしの侍女じじょたちも同様どうように断食だんじきしましょう。そしてわたしは法律ほうりつにそむくことですが王おうのもとへ行いきます。わたしがもし死しなねばならないのなら、死しにます」。 17モルデカイは行いって、エステルがすべて自分じぶんに命めいじたとおりに行おこなった。
    

  


  


  
    第五章


    
      1三日か目めにエステルは王妃おうひの服ふくを着き、王宮おうきゅうの内庭うちにわに入はいり、王おうの広間ひろまにむかって立たった。王おうは王宮おうきゅうの玉座ぎょくざに座ざして王宮おうきゅうの入口いりぐちにむかっていたが、 2王妃おうひエステルが庭にわに立たっているのを見みて彼女かのじょに恵めぐみを示しめし、その手てにある金きんの笏しゃくをエステルの方ほうに伸のばしたので、エステルは進すすみよってその笏しゃくの頭あたまにさわった。 3王おうは彼女かのじょに言いった、「王妃おうひエステルよ、何なにを求もとめるのか。あなたの願ねがいは何なにか。国くにの半なかばでもあなたに与あたえよう」。 4エステルは言いった、「もし王おうがよしとされるならば、きょうわたしが王おうのために設もうけた酒宴しゅえんに、ハマンとご一緒いっしょにお臨のぞみください」。 5そこで王おうは「ハマンを速はやく連つれてきて、エステルの言いうようにせよ」と言いい、やがて王おうとハマンはエステルの設もうけた酒宴しゅえんに臨のぞんだ。 6酒宴しゅえんの時とき、王おうはエステルに言いった、「あなたの求もとめることは何なにか。必かならず聞きかれる。あなたの願ねがいは何なにか。国くにの半なかばでも聞ききとどけられる」。 7エステルは答こたえて言いった、「わたしの求もとめ、わたしの願ねがいはこれです。 8もしわたしが王おうの目めの前まえに恵めぐみを得え、また王おうがもしわたしの求もとめを許ゆるし、わたしの願ねがいを聞ききとどけるのをよしとされるならば、ハマンとご一緒いっしょに、あすまた、わたしが設もうけようとする酒宴しゅえんに、お臨のぞみください。わたしはあす王おうのお言葉ことばどおりにいたしましょう」。
    


    
      9こうしてハマンはその日ひ、心こころに喜よろこび楽たのしんで出でてきたが、ハマンはモルデカイが王おうの門もんにいて、自分じぶんにむかって立たちあがりもせず、また身動みうごきもしないのを見みたので、モルデカイに対たいし怒いかりに満みたされた。 10しかしハマンは耐たえ忍しのんで家いえに帰かえり、人ひとをやってその友ともだちおよび妻つまゼレシを呼よんでこさせ、 11そしてハマンはその富とみの栄華えいがと、そのむすこたちの多おおいことと、すべて王おうが自分じぶんを重おもんじられたこと、また王おうの大臣だいじんおよび侍臣じしんたちにまさって自分じぶんを昇進しょうしんさせられたことを彼かれらに語かたった。 12ハマンはまた言いった、「王妃おうひエステルは酒宴しゅえんを設もうけたが、わたしのほかはだれも王おうと共ともにこれに臨のぞませなかった。あすもまたわたしは王おうと共ともに王妃おうひに招まねかれている。 13しかしユダヤ人ひとモルデカイが王おうの門もんに座ざしているのを見みる間あいだは、これらの事こともわたしには楽たのしくない」。 14その時とき、妻つまゼレシとすべての友ともは彼かれに言いった、「高たかさ五十キュビトの木きを立たてさせ、あすの朝あさ、モルデカイをその上うえに掛かけるように王おうに申もうし上あげなさい。そして王おうと一緒いっしょに楽たのしんでその酒宴しゅえんにおいでなさい」。ハマンはこの事ことをよしとして、その木きを立たてさせた。
    

  


  


  
    第六章


    
      1その夜よる、王おうは眠ねむることができなかったので、命めいじて日々ひびの事ことをしるした記録きろくの書しょを持もってこさせ、王おうの前まえで読よませたが、 2その中なかに、モルデカイがかつて王おうの侍従じじゅうで、王おうのへやの戸とを守まもる者もののうちのビグタナとテレシのふたりが、アハシュエロス王おうを殺ころそうとねらっていることを告つげた、としるされているのを見みいだした。 3そこで王おうは言いった、「この事ことのために、どんな栄誉えいよと爵位しゃくいをモルデカイに与あたえたか」。王おうに仕つかえる侍臣じしんたちは言いった、「何なにも彼かれに与あたえていません」。 4王おうは言いった、「庭にわにいるのはだれか」。この時ときハマンはモルデカイのために設もうけた木きにモルデカイを掛かけることを王おうに申もうし上あげようと王宮おうきゅうの外そと庭にわにはいってきていた。 5王おうの侍臣じしんたちが「ハマンが庭にわに立たっています」と王おうに言いったので、王おうは「ここへ、はいらせよ」と言いった。 6やがてハマンがはいって来くると王おうは言いった、「王おうが栄誉えいよを与あたえようと思おもう人ひとにはどうしたらよかろうか」。ハマンは心こころのうちに言いった、「王おうはわたし以外いがいにだれに栄誉えいよを与あたえようと思おもわれるだろうか」。 7ハマンは王おうに言いった、「王おうが栄誉えいよを与あたえようと思おもわれる人ひとのためには、 8王おうの着きられた衣服いふくを持もってこさせ、また王おうの乗のられた馬うま、すなわちその頭あたまに王冠おうかんをいただいた馬うまをひいてこさせ、 9その衣服いふくと馬うまとを王おうの最もっとも尊たっとい大臣だいじんのひとりの手てにわたして、王おうが栄誉えいよを与あたえようと思おもわれる人ひとにその衣服いふくを着きさせ、またその人ひとを馬うまに乗のせ、町まちの広場ひろばを導みちびいて通とおらせ、『王おうが栄誉えいよを与あたえようと思おもう人ひとにはこうするのだ』とその前まえに呼よばわらせなさい」。 10それで王おうはハマンに言いった、「急いそいであなたが言いったように、その衣服いふくと馬うまとを取とり寄よせ、王おうの門もんに座ざしているユダヤ人ひとモルデカイにそうしなさい。あなたが言いったことを一つも欠かいてはならない」。 11そこでハマンは衣服いふくと馬うまとを取とり寄よせ、モルデカイにその衣服いふくを着きせ、彼かれを馬うまに乗のせて町まちの広場ひろばを通とおらせ、その前まえに呼よばわって、「王おうが栄誉えいよを与あたえようと思おもう人ひとにはこうするのだ」と言いった。
    


    
      12こうしてモルデカイは王おうの門もんに帰かえってきたが、ハマンは憂うれえ悩なやみ、頭とうをおおって急いそいで家いえに帰かえった。 13そしてハマンは自分じぶんの身みに起たった事ことをことごとくその妻つまゼレシと友ともだちに告つげた。するとその知者ちしゃたちおよび妻つまゼレシは彼かれに言いった、「あのモルデカイ、すなわちあなたがその人ひとの前まえに敗やぶれ始はじめた者ものが、もしユダヤ人じんの子孫しそんであるならば、あなたは彼かれに勝かつことはできない。必かならず彼かれの前まえに敗やぶれるでしょう」。
    


    
      14彼かれらがなおハマンと話はなしている時とき、王おうの侍従じじゅうたちがきてハマンを促うながし、エステルが設もうけた酒宴しゅえんに臨のぞませた。
    

  


  


  
    第七章


    
      1王おうとハマンは王妃おうひエステルの酒宴しゅえんに臨のぞんだ。 2このふつか目めの酒宴しゅえんに王おうはまたエステルに言いった、「王妃おうひエステルよ、あなたの求もとめることは何なにか。必かならず聞きかれる。あなたの願ねがいは何なにか。国くにの半なかばでも聞ききとどけられる」。 3王妃おうひエステルは答こたえて言いった、「王おうよ、もしわたしが王おうの目めの前まえに恵めぐみを得え、また王おうがもしよしとされるならば、わたしの求もとめにしたがってわたしの命いのちをわたしに与あたえ、またわたしの願ねがいにしたがってわたしの民たみをわたしに与あたえてください。 4わたしとわたしの民たみは売うられて滅ほろぼされ、殺ころされ、絶たやされようとしています。もしわたしたちが男女だんじょの奴隷どれいとして売うられただけなら、わたしは黙だまっていたでしょう。わたしたちの難儀なんぎは王おうの損失そんしつとは比較ひかくにならないからです」。 5アハシュエロス王おうは王妃おうひエステルに言いった、「そんな事ことをしようと心こころにたくらんでいる者ものはだれか。またどこにいるのか」。 6エステルは言いった、「そのあだ、その敵てきはこの悪わるいハマンです」。そこでハマンは王おうと王妃おうひの前まえに恐おそれおののいた。 7王おうは怒いかって酒宴しゅえんの席せきを立たち、宮殿きゅうでんの園そのへ行いったが、ハマンは残のこって王妃おうひエステルに命いのちごいをした。彼かれは王おうが自分じぶんに害がいを加くわえようと定さだめたのを見みたからである。 8王おうが宮殿きゅうでんの園そのから酒宴しゅえんの場所ばしょに帰かえってみると、エステルのいた長ながいすの上うえにハマンが伏ふしていたので、王おうは言いった、「彼かれはまたわたしの家いえで、しかもわたしの前まえで王妃おうひをはずかしめようとするのか」。この言葉ことばが王おうの口くちから出でたとき、人々ひとびとは、ハマンの顔かおをおおった。 9その時とき、王おうに付つき添そっていたひとりの侍従じじゅうハルボナが「王おうのためによい事ことを告つげたあのモルデカイのためにハマンが用意よういした高たかさ五十キュビトの木きがハマンの家いえに立たっています」と言いったので、王おうは「彼かれをそれに掛かけよ」と言いった。 10そこで人々ひとびとはハマンをモルデカイのために備そなえてあったその木きに掛かけた。こうして王おうの怒いかりは和やわらいだ。
    

  


  


  
    第八章


    
      1その日ひアハシュエロス王おうは、ユダヤ人じんの敵てきハマンの家いえを王妃おうひエステルに与あたえた。モルデカイは王おうの前まえにきた。これはエステルが自分じぶんとモルデカイがどんな関係かんけいの者ものであるかを告つげたからである。 2王おうはハマンから取とり返かえした自分じぶんの指輪ゆびわをはずして、モルデカイに与あたえた。エステルはモルデカイにハマンの家いえを管理かんりさせた。
    


    
      3エステルは再ふたたび王おうの前まえに奏そうし、その足あしもとにひれ伏ふして、アガグびとハマンの陰謀いんぼうすなわち彼かれがユダヤ人じんに対たいして企くわだてたその計画けいかくを除のぞくことを涙なみだながらに請こい求もとめた。 4王おうはエステルにむかって金きんの笏しゃくを伸のべたので、エステルは身みを起おこして王おうの前まえに立たち、 5そして言いった、「もし王おうがよしとされ、わたしが王おうの前まえに恵めぐみを得え、またこの事ことが王おうの前まえに正ただしいと見みえ、かつわたしが王おうの目めにかなうならば、アガグびとハンメダタの子こハマンが王おうの諸しょ州しゅうにいるユダヤ人じんを滅ほろぼそうとはかって書かき送おくった書しょを取とり消けす旨むねを書かかせてください。 6どうしてわたしは、わたしの民たみに臨のぞもうとする災わざわいを、だまって見みていることができましょうか。どうしてわたしの同族どうぞくの滅ほろびるのを、だまって見みていることができましょうか」。 7アハシュエロス王おうは王妃おうひエステルとユダヤ人じんモルデカイに言いった、「ハマンがユダヤ人じんを殺ころそうとしたので、わたしはハマンの家いえをエステルに与あたえ、またハマンを木きに掛かけさせた。 8あなたがたは自分じぶんたちの思おもうままに王おうの名なをもってユダヤ人じんについての書しょをつくり、王おうの指輪ゆびわをもってそれに印いんを押おすがよい。王おうの名なをもって書かき、王おうの指輪ゆびわをもって印いんを押おした書しょはだれも取とり消けすことができない」。
    


    
      9その時とき王おうの書記官しょきかんが召めし集あつめられた。それは三月がつすなわちシワンの月つきの二十三日にちであった。そしてインドからエチオピヤまでの百二十七州しゅうにいる総督そうとく、諸しょ州しゅうの知事ちじおよび大臣だいじんたちに、モルデカイがユダヤ人じんについて命めいじたとおりに書かき送おくった。すなわち各州かくしゅうにはその文字もじを用もちい、各かく民族みんぞくにはその言語げんごを用もちいて書かき送おくり、ユダヤ人じんに送おくるものにはその文字もじと言語げんごとを用もちいた。 10その書しょはアハシュエロス王おうの名なをもって書かかれ、王おうの指輪ゆびわをもって印いんを押おし、王おうの御用ごよう馬うまとして、そのうまやに育そだった早馬はやうまに乗のる急使きゅうしによって送おくられた。 11その中なかで、王おうはすべての町まちにいるユダヤ人じんに、彼かれらが相あい集あつまって自分じぶんたちの生命せいめいを保護ほごし、自分じぶんたちを襲おそおうとする諸国しょこく、諸しょ州しゅうのすべての武装ぶそうした民たみを、その妻子さいしもろともに滅ほろぼし、殺ころし、絶たやし、かつその貨か財ざいを奪うばい取とることを許ゆるした。 12ただしこの事ことをアハシュエロス王おうの諸しょ州しゅうにおいて、十二月がつすなわちアダルの月つきの十三日にちに、一日にちのうちに行おこなうことを命めいじた。 13この書かいた物ものの写うつしを詔みことのりとして各州かくしゅうに伝つたえ、すべての民たみに公示こうじして、ユダヤ人じんに、その日ひのために備そなえして、その敵てきにあだをかえさせようとした。 14王おうの御用ごよう馬うまである早馬はやうまに乗のった急使きゅうしは、王おうの命めいによって急いそがされ、せきたてられて出でて行いった。この詔みことのりは首都しゅとスサで出だされた。
    


    
      15モルデカイは青あおと白しろの朝ちょう服ふくを着き、大おおきな金きんの冠かんむりをいただき、紫色むらさきいろの細ほそ布ぬのの上着うわぎをまとって王おうの前まえから出でて行いった。スサの町中まちぢゅう、声こえをあげて喜よろこんだ。 16ユダヤ人じんには光ひかりと喜よろこびと楽たのしみと誉ほまれがあった。 17いずれの州しゅうでも、いずれの町まちでも、すべて王おうの命令めいれいと詔みことのりの伝達でんたつされた所ところでは、ユダヤ人じんは喜よろこび楽たのしみ、酒宴しゅえんを開ひらいてこの日ひを祝日しゅくじつとした。そしてこの国くにの民たみのうち多おおくの者ものがユダヤ人じんとなった。これはユダヤ人じんを恐おそれる心こころが彼かれらのうちに起たったからである。
    

  


  


  
    第九章


    
      1十二月がつすなわちアダルの月つきの十三日にち、王おうの命令めいれいと詔みことのりの行おこなわれる時ときが近ちかづいたとき、すなわちユダヤ人じんの敵てきが、ユダヤ人じんを打うち伏ふせようと望のぞんでいたのに、かえってユダヤ人じんが自分じぶんたちを憎にくむ者ものを打うち伏ふせることとなったその日ひに、 2ユダヤ人じんはアハシュエロス王おうの各州かくしゅうにある自分じぶんたちの町々まちまちに集あつまり、自分じぶんたちに害がいを加くわえようとする者ものを殺ころそうとしたが、だれもユダヤ人じんに逆さからうことのできるものはなかった。すべての民たみがユダヤ人じんを恐おそれたからである。 3諸しょ州しゅうの大臣だいじん、総督そうとく、知事ちじおよび王おうの事ことをつかさどる者ものは皆みなユダヤ人じんを助たすけた。彼かれらはモルデカイを恐おそれたからである。 4モルデカイは王おうの家いえで大おおいなる者ものとなり、その名声めいせいは各州かくしゅうに聞きこえわたった。この人ひとモルデカイがますます勢力せいりょくある者ものとなったからである。 5そこでユダヤ人じんはつるぎをもってすべての敵てきを撃うって殺ころし、滅ほろぼし、自分じぶんたちを憎にくむ者ものに対たいし心こころのままに行いった。 6ユダヤ人じんはまた首都しゅとスサにおいても五百人にんを殺ころし、滅ほろぼした。 7またパルシャンダタ、ダルポン、アスパタ、 8ポラタ、アダリヤ、アリダタ、 9パルマシタ、アリサイ、アリダイ、ワエザタ、 10すなわちハンメダタの子こで、ユダヤ人じんの敵てきであるハマンの十人にんの子こをも殺ころした。しかし、そのぶんどり物ものには手てをかけなかった。
    


    
      11その日ひ、首都しゅとスサで殺ころされた者ものの数かずが王おうに報告ほうこくされると、 12王おうは王妃おうひエステルに言いった、「ユダヤ人じんは首都しゅとスサで五百人にんを殺ころし、またハマンの十人にんの子こを殺ころした。王おうのその他たの諸しょ州しゅうではどんなに彼かれらは殺ころしたことであろう。さてあなたの求もとめることは何なにか。必かならず聞きかれる。更さらにあなたの願ねがいは何なにか。必かならず聞ききとどけられる」。 13エステルは言いった、「もし王おうがよしとされるならば、どうぞスサにいるユダヤ人じんにあすも、きょうの詔みことのりのように行おこなうことをゆるしてください。かつハマンの十人にんの子こを木きに掛かけさせてください」。 14王おうはそうせよと命めいじたので、スサにおいて詔みことのりが出でて、ハマンの十人にんの子こは木きに掛かけられた。 15アダルの月つきの十四日かにまたスサにいるユダヤ人じんが集あつまり、スサで三百人にんを殺ころした。しかし、そのぶんどり物ものには手てをかけなかった。
    


    
      16王おうの諸しょ州しゅうにいる他たのユダヤ人じんもまた集あつまって、自分じぶんたちの生命せいめいを保護ほごし、その敵てきに勝かって平安へいあんを得え、自分じぶんたちを憎にくむ者もの七万五千人にんを殺ころした。しかし、そのぶんどり物ものには手てをかけなかった。 17これはアダルの月つきの十三日にちであって、その十四日かに休やすんで、その日ひを酒宴しゅえんと喜よろこびの日ひとした。 18しかしスサにいるユダヤ人じんは十三日にちと十四日かに集あつまり、十五日にちに休やすんで、その日ひを酒宴しゅえんと喜よろこびの日ひとした。 19それゆえ村々むらむらのユダヤ人じんすなわち城壁じょうへきのない町々まちまちに住すむ者ものはアダルの月つきの十四日かを喜よろこびの日ひ、酒宴しゅえんの日ひ、祝日しゅくじつとし、互たがいに食たべ物ものを贈おくる日ひとした。
    


    
      20モルデカイはこれらのことを書かきしるしてアハシュエロス王おうの諸しょ州しゅうにいるすべてのユダヤ人じんに、近ちかい者ものにも遠とおい者ものにも書しょを送おくり、 21アダルの月つきの十四日かと十五日にちとを年々ねんねん祝いわうことを命めいじた。 22すなわちこの両日りょうじつにユダヤ人じんがその敵てきに勝かって平安へいあんを得え、またこの月つきは彼かれらのために憂うれいから喜よろこびに変かわり、悲かなしみから祝日しゅくじつに変かわったので、これらを酒宴しゅえんと喜よろこびの日ひとして、互たがいに食たべ物ものを贈おくり、貧まずしい者ものに施ほどこしをする日ひとせよとさとした。
    


    
      23そこでユダヤ人じんは彼かれらがすでに始はじめたように、またモルデカイが彼かれらに書かき送おくったように、行おこなうことを約束やくそくした。 24これはアガグびとハンメダタの子こハマン、すなわちすべてのユダヤ人じんの敵てきがユダヤ人じんを滅ほろぼそうとはかり、プルすなわちくじを投なげて彼かれらを絶たやし、滅ほろぼそうとしたが、 25エステルが王おうの前まえにきたとき、王おうは書しょを送おくって命めいじ、ハマンがユダヤ人じんに対たいして企くわだてたその悪わるい計画けいかくをハマンの頭上ずじょうに臨のぞませ、彼かれとその子こらを木きに掛かけさせたからである。 26このゆえに、この両日りょうじつをプルの名なにしたがってプリムと名なづけた。そしてこの書しょのすべての言葉ことばにより、またこの事ことについて見みたところ、自分じぶんたちの会あったところによって、 27ユダヤ人じんは相あい定さだめ、年々ねんねんその書かかれているところにしたがい、その定さだめられた時ときにしたがって、この両日りょうじつを守まもり、自分じぶんたちと、その子孫しそんおよびすべて自分じぶんたちにつらなる者ものはこれを行おこない続つづけて廃はいすることなく、 28この両日りょうじつを、代々よよ、家々いえいえ、州々しゅうじゅう、町々まちまちにおいて必かならず覚おぼえて守まもるべきものとし、これらのプリムの日ひがユダヤ人じんのうちに廃はいせられることのないようにし、またこの記念きねんがその子孫しそんの中なかに絶たえることのないようにした。
    


    
      29さらにアビハイルの娘むすめである王妃おうひエステルとユダヤ人じんモルデカイは、権威けんいをもってこのプリムの第だい二の書しょを書かき、それを確たしかめた。 30そしてアハシュエロスの国くにの百二十七州しゅうにいるすべてのユダヤ人じんに、平和へいわと真実しんじつの言葉ことばをもって書しょを送おくり、 31断食だんじきと悲かなしみのことについて、ユダヤ人じんモルデカイと王妃おうひエステルが、かつてユダヤ人じんに命めいじたように、またユダヤ人じんたちが、かつて自分じぶんたちとその子孫しそんのために定さだめたように、プリムのこれらの日ひをその定さだめた時ときに守まもらせた。 32エステルの命令めいれいはプリムに関かんするこれらの事ことを確定かくていした。またこれは書しょにしるされた。
    

  


  


  
    第十章


    
      1アハシュエロス王おうはその国くにおよび海うみに沿そった国々くにぐににみつぎを課かした。 2彼かれの権力けんりょくと勢力せいりょくによるすべての事業じぎょう、および王おうがモルデカイを高たかい地位ちいにのぼらせた事ことの詳くわしい話はなしはメデアとペルシャの王おうたちの日誌にっしの書しょにしるされているではないか。 3ユダヤ人じんモルデカイはアハシュエロス王おうに次つぐ者ものとなり、ユダヤ人じんの中なかにあって大おおいなる者ものとなり、その多おおくの兄弟きょうだいに喜よろこばれた。彼かれはその民たみの幸福こうふくを求もとめ、すべての国民こくみんに平和へいわを述のべたからである。
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